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Ⅱ－５ 当科における過去 4 年間の子宮体癌症例についての検討 
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高橋 秀身
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 【背景】近年、本邦では子宮体癌は増加傾向にあるが、その診断に

おいては適切なスクリーニング法が確立していないのが現状である。

【目的】当科での子宮体癌症例から子宮体癌早期発見の可能性を探る

ことを目的として検討を行った。【方法】平成 23 年 1 月から平成 26
年 12 月までの 4 年間に当科で子宮体癌として加療を行った 57 症例 
について診療録を参照し、その患者背景や診断契機について検討を

行った。【結果】子宮体癌症例 57 例のうち肥満、糖尿病の有病率は    
それぞれ 42％(24/57 症例)、28％(16/57 症例)と高値であった。子宮体

癌の診断契機としては不正性器出血が最も多く 59％(34/57 症例)を 
占めていた。しかし、不正性器出血出現から受診までの期間と病期・

予後に関連性は無かった。一方で、定期的な婦人科受診が診断の契機

となった症例は 19％ (11/57 症例 )と多くはなかったが、11 症例中    
10 例がⅠ期症例であり、しかも 11 症例全例が無病生存を得ていた。

【考察】患者背景として糖尿病や肥満が子宮体癌のリスク因子である

ことは既知であるが、実際に子宮体癌症例の中には糖尿病、肥満の 

有病率が高かった。診断契機としては不正性器出血が最も多かったが、

症状出現から受診までの期間と進行期・予後の間に相関性は無く、

症状が出現してから短期間での婦人科受診が早期診断・予後改善に

つながるとは言えなかった。一方で定期的な婦人科受診が契機となっ

て診断に至った症例は早期診断、もしくは無病生存を得ており、定期

受診が早期診断・予後改善につながる可能性はあると思われた。

【結語】定期的な婦人科診察が子宮体癌の早期発見、予後改善につな

がることが示唆された。特に子宮体癌のリスク因子を有する群での

婦人科検診が重要であると思われた。
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